
１．建設事業

事業区分

１期事業 　　 － 　（１９年度は既存施設の能力増強等を実施） － （ 40 ）

施設整備事業〔上物〕

　・２期国際貨物施設の整備を実施

用地造成事業〔下物〕

　・２期国際貨物施設の整備に伴う用地造成を実施

建設事業費合計 35.5 （ 40 ）

  　注１）表中の（　）は１９年度当初予算を示す（以下同じ）。

  　注２）２期事業には「関西国際空港用地造成株式会社」の行う用地造成事業を含む。

２．経営基盤の確立

（単位：億円）

（ 90 ）

３．２期用地造成事業のスキーム見直しに伴う無利子資金の是正

（国費ベース、単位：億円）

（ 10 ）

　２期事業として、２期島の国際貨物地区の整備に必要な事業費

  　注３）２期事業には政府保証債８億円を含む。この他に過去の建設資金として調達していた

  　　　　資金の償還財源として政府保証債４４３億円がある。

関 西 国 際 空 港 株 式 会 社

関西国際空港用地造成株式会社

平成 １ ９ 年 １ ２ 月 ２ ０ 日

関西国際空港関係平成２０年度予算案の内示について

（単位：億円）

　平成２０年度予算財務省原案において、関西国際空港株式会社の建設事業費３５．５億円、補給金１

８７．５億円が内示されましたのでお知らせいたします。

0

　　既に予算化されている事業費の有利子資金調達分がスキーム見直し後の計画額を超えて
　　いるため、無利子資金を是正

事　業　費事　業　内　容

　　安定的な経営基盤を確立し、有利子債務の確実な償還を期すための補給金

）

　　　　3 （

0無利子資金の是正

補給金 187.5

  　注４）２０年度に限り、連絡橋道路通行料金引き下げに向けた同資産売却のための増額分

  　　　　（９７．５億円）を含む。

0 ）
２期事業

32.5 （

　連絡先
　　　○建設事業及び無利子資金の是正について
　　　　　関西国際空港（株）　計画技術部企画グループリーダー　小池
　　　　　　（０７２－４５５－２１６３）
　　　　　関西国際空港用地造成（株）　事業推進部企画課長　鎌田
　　　　　　（０７２－４５５－４７０５）
　　　○補給金について
　　　　　関西国際空港（株）　経営戦略室総合企画グループリーダー　石谷
　　　　　　（０７２－４５５－２１１３）
　　　○政府保証債について
　　　　　関西国際空港（株）　財務部予算グループリーダー　新谷
　　　　　　（０７２－４５５－２１２３）

news
　連絡先
　　　○建設事業及び無利子資金の是正について
　　　　　関西国際空港（株）　計画技術部企画グループリーダー　小池
　　　　　　（０７２－４５５－２１６３）
　　　　　関西国際空港用地造成（株）　事業推進部企画課長　鎌田
　　　　　　（０７２－４５５－４７０５）
　　　○補給金について
　　　　　関西国際空港（株）　経営戦略室総合企画グループリーダー　石谷
　　　　　　（０７２－４５５－２１１３）
　　　○政府保証債について
　　　　　関西国際空港（株）　財務部予算グループリーダー　新谷
　　　　　　（０７２－４５５－２１２３）



２期貨物地区整備概要（平成２０年度内示関連分）
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無利子資金　３０％ 有利子資金　７０％

１，２６０億円
（国：民間＝２：１）

（８４０億円：４２０億円）

２，９４０億円

総事業費４，２００億円

当初計画
（平成７年１２月）

平成１３年見直し 有利子資金
２，１００億円（先送り）１，２６０億円 ８４０億円

無利子資金（６０％） 有利子資金（４０％）

平成２０年度　２期施設整備事業のスキームについて

平成２０年度
２期施設整備事業スキーム

無利子資金（６０％） 有利子資金（４０％）

平成２０年度事業費
３２．５億円

１９．５億円
（国出資金 13.0億円、民間出資金 6.5億円）

１３．０億円
（政府保証債 8.0億円、財投機関債 5.0億円）

平行滑走路供用までの事業費　２，１００億円



無利子資金　６，２７０ 有利子資金５，１３０当 初

１１，４００

平 成 １ ３ 年
スキーム見直し 無利子資金　６，２７０ 有利子資金２，７３０

９，０００

有利子資金
１，０００

供用開始以降

２期用地造成事業のスキームの変遷と平成２０年度予算措置結果について

無利子資金　５，６７０ 有利子資金　２，７３０
有利子資金
１，０００

無利子資金
６００

２００６年度（平成１８年度）まで

限定供用以降に先送り
６００　　＋　　８，４００

無利子資金　５，３３７ 有利子資金　３，０６３

２００７年度（平成１９年度）までの予算措置結果

（単位：億円）

平成１６年１２月
予 算 内 示

１０，０００ １，０００

　１，０００

＋

２００６年度（平成１８年度）まで

コスト縮減
１，４００

＋

無利子資金　５，３４０ 有利子資金　３，０６３

２００８年度（平成２０年度）までの予算措置結果

用地造成　３

平成２０年度予算内示


